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さんぼう へんさん くリ ひら 

「参謀本部 編纂の 地図 を また 繰 開いて 見る でもな かろ 

う、 と 思った けれども、 余りの 道 じ やから、 手 を 触る 

さえ 暑 くるしい、 旅の 法衣の 袖 を かかげて、 表紙 を附 

けた 折 本に なって るの を 引 張り出した。 

ひだ こ みやま 

飛驛 から 信 州へ 越える 深山の 間道で、 ちょうど 立 休 

らおう という 一本の 樹立 も 無い、 右 も 左 も 山ば かり 

の と V ■ み ね 

じ や、 手 を 伸ばす と 達き そうな 峰が あると、 その 峰へ 

いただき かぶ 

峰が 乗り、 巔が被 さって、 飛ぶ 鳥 も 見えず、 雲の 形 

も 見えぬ。 



道と 空との 間にた だ 一人 我ば かり、 およそ 正午と 覚 

しい 極熱の 太陽の 色 も 白い ほどに 冴え返った 光線 を、 

いただ ひとえ ひのきが さ しの 

深々 と 戴いた 一重の 檜 笠に 凌いで、 こう 図面 を 見 

た ご 

たびそう に. きリ こぶし まくら 

旅僧 はそう いって、 握 拳 を 両方 枕に 乗せ、 それで 

うつむ 

額 を 支えながら 俯向いた。 

みちづれ しょうにん えち ぜんつ るが 

道 連に なった 上人 は、 名古屋 からこの 越 前 敦賀の 

旅籠 屋に 来て、 今し がた 枕に 就いた 時まで、 私が 知つ 

あおむ ごうぜん 

てる 限り 余り 仰向けに なった ことのない、 つま リ 傲然 

として 物 を 見ない 質の 人物で ある。 

一 体 東海道 掛 川の 宿 から 同じ 汽車に 乗り組ん だと 



こしかけ すみ こうべ しかい ひか 

覚えて いる、 腰掛の 隅に 頭 を 垂れて、 死灰の ごとく 控 

えたから 別段 目に も 留まらな か つ た。 

おわり ステ イシ ヨン ほか いいあわ 

尾 張の 停車場で 他の 乗組員 は 言合せ たように、 残ら 

ず 下りた ので、 函の 中にはた だ 上人と 私と 二人に なつ 

た。 

た こんせき 

この 汽車 は 新橋 を 昨夜 九 時半に 発って、 今夕 敦賀に 

ひ る 

入ろうと いう、 名古屋 では 正午だった から、 飯に 一 折 

の鯧を 買った。 旅僧 も 私と 同じく その 鯧を 求めた ので 

あるが、 蓋 を 開ける と、 ばらばらと 海苔が 懸 つた、 

五目飯の 下等な ので。 

にんじん かんぴょう そ そ ぜっきょう 

(や あ、 人参と 干瓢ば かりだ。) と 粗忽 ッ かしく 絶叫 



を 嵌め、 白 足袋に 日和下駄で、 一 見、 僧侶より は 世の 

中の 宗匠と いう ものに、 それよりも むしろ 俗 か。 

(お 泊り は どちら じ やな、 ) といつ て 聞かれた から、 私 

は 一人旅の 旅 宿の つまらな さ を、 しみじみ 歎息した、 

ぼん いねむ リ そらせ じ 

第一 盆 を 持って 女中が 坐睡 をす る、 番頭が 空世辞 をい 

ろうか あ る 

う、 廊下 を 歩行く とじろ じろ 目 をつ ける、 何よ リ 最も 

耐え 難いの は晚 飯の 支度が 済む と、 たちまち 灯 を 

行燈に 換えて、 薄暗 ぃ処 でお 休みな さいと 命令 さ れ る 

が、 私 は 夜が 更ける まで 寐る ことが 出来ない から、 そ 

の 間の 心 持と いったらない、 殊に この頃 は 夜 は 長し、 

とま リ 

東京 を 出る 時から 一 晚の 泊 が 気にな つ てなら ない く 



さしつ か おんそう いっしょ 

らい、 差支えが なくば 御 僧と ご 一 所に。 

うなず あんぎゃ つえ 

快く 頷いて、 北陸地方 を 行脚の 節 はいつ でも 杖 を 

休める 香取屋 というの が ある、 旧 は 一軒の 旅 店で あつ 

ひとりむすめ はず 

たが、 一人 女の 評判な のが なくなつ てから は 看板 を 外 

した、 けれども 昔から 懇意な 者 は 断らず 泊めて、 老人 

夫婦が 内 端に 世話 をして くれる、 宜しくば それへ、 そ 

の 代と いいかけて、 折 を 下に 置いて、 

(ご馳走 は 人参と 干瓢ば かりじ や。) 

とから からと 笑った、 慎み深 そうな 打 見よ リは気 

つま、。 

ひ 4 レ 



二 

ぎ ふ あおぞら 

岐阜で はま だ 蒼 空が 見えた けれども、 後 は 名に し 負 

まい ばら なが はま うすぐもり かすか さ 

う 北国 空、 米 原、 長 浜 は 薄 曇、 幽に 日が 射して、 寒 

さが 身に 染みる と 思った が、 柳ケ 瀬で は 雨、 汽車の 窓 

まじ 

が 暗くなる に 従うて、 白い ものが ちらちら 交って 来た。 

(雪です よ。) 

(さよう じ やな。) とい つたば かりで 別に 気に 留めず、 

あお しず 

仰いで 空 を 見ようと もしない、 この 時に 限らず、 賤ケ 

岳が、 といって、 古戦場 を 指した 時 も、 琵琶湖の 風景 

を 語った 時 も、 旅僧 はた だ 頷いた ばかりで ある。 



おもて よい かど とざ とおり 

さらと 面 を 打ち、 宵ながら 門 を 鎖した 敦賀の 通 は 

ひっそりして 一条 ニ条 縦横に、 辻の 角 は 広々 と、 白く 

ほど のきした たど 

積った 中 を、 道の 程 八 町ば かりで、 と ある 軒下に 迪り 

なざし 

着いた のが 名 指の 香 取屋。 

とこ ざしき かざ はしら だち 

床に も 座敷に も 飾りと いって は 無い が、 柱 立の 見 

たたみ かた ろ じざいかぎ こい うろこ 

事な、 畳の 堅い、 炉の大 いなる、 自在 鍵の 鯉 は 鱗が 

黄金 造で あるかと 思わる る艷を 持った、 素ば らしい 

へッ つい なら い つ とめし た めざ ま かま 

竈 をニッ 並べ て 一 斗 飯 は 焚け そうな 目覚しい 釜の 

力 力 -.? る， ^え 

懸 つた 古家で。 

ほうねん あたま つつそで すく 

亭主 は法然 天窓、 木綿の 筒袖の 中へ 両手の 先 を 竦ま 

して、 火鉢の 前で も 手 を 出さぬ、 ぬう とした 親 仁、 



特に 炬鐽が 出来て いたから 私 は そのまま 嬉しく 入つ 

た。 寝床 はもう 一組お なじ 炬燧に 敷いて あつたが、 旅 

きた 

僧 はこれ に は 来らず、 横に 枕 を 並べて、 火の気の ない 

ねどこ 

臥床に 寝た。 

寝る 時、 上人 は 帯 を 解かぬ、 もちろん 衣服 も 脱がぬ、 

まる うつむきな リ 

着た まま 円くな つ て 俯向 形に 腰から すつ ぼリと 入つ て、 

かた やぐ そで か つ かしこま 

肩に 夜具の 袖 を 掛ける と 手 を 突いて 畏 つた、 その 

よ-つす 

様子 は 我々 と 反対で、 顔に 枕 をす るので ある。 

ほどなく 寂然と して 寐に 就きそう だから、 汽車の 中 

でも くれぐ れいった の はこ この こと、 私 は 夜が 更ける 

まで 寐る ことが 出来ない、 あわれと 思っても うし ばら 



いしばい 

に 石灰 だらけ じゃあるまい か。 

(もし、 姉さん。) といって 茶店の 女に、 

(この 水 はこり や 井戸ので ござります か。) と、 きまり 

も 悪し、 もじもじ 聞く との。 

めんよう 

(いんね、 川ので ございます。) という、 はて 面妖な と 

思 つ た。 

はや リ やま い 

(山した の 方に は 大分 流行病が ございま すが、 この 水 

は 何から、 辻の 方から 流れて 来る のではありません 

ゝ o ン 

力 ) 

(そうでね え。) と 女 は 何気なく 答えた、 まず 嬉し やと 

思う と、 お聞きな さいよ。 



ひざ すね やから 

とった 膝へ 脛 を 上げよう という 輩 じ や。 

まう か ヽ, ま う 

(これ や、 法界 坊。) 

あたま な 

なんて、 天窓から 嘗めて いら。 

(異な こと をい うよう だが 何 かね、 世の中の 女が 出来 

ねえと 相場が きま つて、 すつ ぺ ら 坊主に な つて やつば 

リ 生命 は 欲しい のかね、 不思議 じゃあね え か、 争われ 

ねえ もんだ、 姉さん 見ね え、 あれで まだ 未練の ある 内 

がいい じゃあね え か、) といって 顔 を 見合せ て 二人で 

からからと 笑った。 

と し まえさん わし まっか 

年紀は 若し、 お前 様、 私 は 真 赤に なった、 手に 汲ん 

だ 川の 水 を 飲み かねて 猶予って いると ね。 



きせる はた 

ボンと 煙管 を 払いて、 

えんりょ いのち 

(何、 遠慮 をし ねえで 浴びる ほど やん なせえ、 生命が 

危く なり や、 薬 を 遣ら あ、 そのために 私が ついて るん 

だぜ、 な あ 姉さん。 おい、 それ だっても 無銭 じゃあい 

はばか しんぽう じょう 

けね えよ、 憚りながら 神 方 万金 丹、 一 貼 三百 だ、 欲 

ほうしゃ 

しくば 買いな、 まだ 坊主に 報捨 をす るよう な 罪 は 造ら 

き 

ねえ、 それとも どう だお 前い うこと を肯く か。) といつ 

て 茶店の 女の 背中 を 叩いた。 

私 はそう そうに 遁 出した。 

とし 

いや、 膝 だの、 女の 背中 だのと いって、 いけ 年 を 

つかまつ ぎょうて い おそれい 

仕 つた 和尚が 業 体で 恐 入る が、 話が、 話 じ やから そ 



ふたす じ いちじょう 

路は ここで ニ条 になって、 一条 はこれ からすぐ に 

のぶ お、. し! h 

坂に なって 上り も 急な り、 草 も 両方から 生 茂った のが、 

みちばた かど よか かえ 

路傍の その 角の 処 にある、 それ こそ 四 抱、 そうさな、 

い つか かえ ひのき うしろ うね 

五 抱 もあろう という 一本の 檜の、 背後へ 蜿 つて 切 出 

したよう な 大巌が 二 ッ三ッ 四ッと 並んで、 上の 方へ 層 

なって その 背後へ 通じてい るが、 私が 見当 をつ けて、 

心 組んだ の はこつ ちで はない ので、 やっぱり 今まで 歩 

はば まさ 

いて 来た その 幅の広い なだらかな 方が 正しく 本道、 あ 

と 二 里 足らず 行けば 山に なって、 それからが 峠になる 

ま ^9 

と 見る と、 どうした ことか さ、 今い うその 檜 じ やが、 



なんに よこ * き みはて 

そこらに 何 もない 路を 横断つ て 見果の つかぬ 田圃の 

中空へ 虹の ように 突出て いる、 見事な。 根方の 処の 

くず おおうな ぎ こ あらわ 

土が 壊れて 大鰻 を 捏ねた ような 根が 幾 筋 ともなく 露 

れた、 その 根から 一筋の 水が さっと 落ちて、 地の 上へ 

流れる のが、 取って 進もうと する 道の 真中に 流出して 

あたり は 一 面。 

田圃が 湖に ならぬ が 不思議で、 どうどうと 瀬に な つ 

ゆくて ひとむら やぶ 

て、 前途に 一 叢の 藪が 見える、 それ を 境に してお よそ 

二 町ば かりの 間 まるで 川 じ や。 礫 はばら ばら、 飛石 

おおまた 

のように ひよ いひよ いと 大 跨で 伝えそう にず つと 見 ご 

たえの あるの が、 それでも 人の 手で 並べた に 違い はな 



レ 

きもの 

もっとも 衣服 を 脱いで 渡る ほどの 大事な ので はない 

なんぎ 

が、 本街道に はちと 難儀 過ぎて、 なかなか 馬な どが 

あ る わけ 

歩行 かれる 訳の もので はない ので。 

きりはな 

売薬 もこれ で 迷った ので あろうと 思う 内、 切 放れよ 

むき 

く 向 を 変えて 右の 坂 を すたすたと 上り はじめた。 見る 

ま うしろ くぐ わし 

間に 檜 を 後に 潜り 抜ける と、 私が 体の 上 あたりへ 出 

て 下 を 向き、 

まつ もと 

(おいおい、 松 本へ 出る 路 はこつ ち だよ、) といって 

無造作に また 五六 歩。 

岩の 頭へ 半身 を 乗 出して、 



ぽん ゃリ こだま さら ようしゃ 

(茫然して ると、 木精が 攫う ぜ、 昼間 だって 容赦 はね 

あざけ す かけ 

えよ。) と 嘲る がごと く 言い 棄て たが、 やがて 岩の 陰 

かく 

に 入って 高い 処の 草に 隠れた。 

しばらく すると 見上げる ほどな 辺 へ 蝙蝠傘の 先が 

えだ しげみ 

出た が、 木の 枝と すれすれ になって 茂の 中に 見えな 

くな つた。 

のんき 

(どッ こいしよ、) と 暢気な かけ 声で、 その 流の 石の 上 

とびとび ござ しりあて 

を 飛々 に 伝って 来たの は、 莫 蓮の 尻 当 をした、 何にも 

てんびんぼう ひゃくしょう 

つけない 天秤棒 を 片手で 担いだ 百姓 じ や ご 



ちゃみせ だれ 

「さっきの 茶店から ここへ 来る まで、 売薬の 外 は 誰に 

も 逢わなん だ こと は 申 上げる まで もない。 

ぎ わ むこう 

今 別れ 際に 声 を 懸けられ たので、 先方 は 道中の 商売 

さまよい 

人と 見た だけに、 まさかと 思っても 気 迷が する ので、 

今朝 も 立ちぎ わによ く 見て 来た、 前に も 申す、 その 図 

面 をな、 ここで も 開けて 見ようと していた ところ。 

(ちょいと 伺 いとう 存じます が、 ) 

(これ は 何で ござります る、) と 山国の 人な ど は 殊に 

ていね、 - 

出家と 見る と 丁寧に い つ て くれる。 

(いえ、 お 同い 申します まで も ございま せんが、 道 は 



ま つ すぐ 

やっぱり これ を 素直に 参る ので ございましよう な。) 

(松 本へ 行かつ しゃる？ ああ ああ 本道 じ や、 何ね、 

この間の 梅雨に 水が 出て、 とてつもない 川 さ 出来た で 

がすよ。) 

(まだず つと どこまで もこの 水で ございましよう か。) 

(何のお 前 様、 見た ばかり じ や、 訳 は ござり ませぬ、 

水に なった の は 向う の あの 藪までで、 後 は やっぱり こ 

れと 同一 道筋で 山まで は 荷車が 並んで 通る でが す。 藪 

もと やしき 

の あるの は 旧 大きい お 邸の 医者 様の 跡で な、 ここい 

ら はこれ でも 一 ッの 村で がした、 十三 年 前の 大水の 時、 

の ら ひとじに 

から 一面に 野良に なり ましたよ、 人 死 もい けえ こと。 



ぼう さま あ る 

) J 坊様 歩行き なが ら お 念仏で も 唱えて やって くれさつ 

しんせ つ 

しゃい。) と 問わぬ ことまで 深切に 話します。 それで 

しさい わか たしか 

よく 仔細が 解って 確に なり はなった けれども、 現に 

ふみまよ 

一 人 踏 迷った 者が ある。 

(こちらの 道 はこり やど こ へ 行く ので、) といつ て 売 

で たず 

薬の 入つ た 左手の 坂 を 尋ね て 見た。 

あ る 

(はい、 これ は 五十 年ば かり 前まで は 人が 歩行いた 旧 

道で がす。 やっぱり 信 州へ 出ます る、 先 は 一 つで 七 里 

い まどき 

ばかり 総体 近う ござり ますが、 いや 今時 往来の 出来る 

の じゃあ ござり ませぬ。 去年 もご坊 様、 親子 連の 

じゅんれい こじき 

巡礼が 間違えて 入った というで、 はれ 大変な、 乞食 を 



見た ような 者 じ やというて、 人命に 代り はねえ、 追 か 

おまわ リ さま 

けて 助けべ えと、 巡査 様が 三人、 村の 者が 十二 人、 一 

もど 

組になって これから 押 登って、 やっと 連れて 戻った く 

らいで がす。 ご 坊様も 血気に 逸って 近道 をして はなり 

ましね えぞ、 草臥れて 野宿 をして からが ここ を 行か つ 

しゃる より はまし で ござる に。 はい、 気を付けて 行 

かっしゃれ。) 

ここで 百姓に 別れて その 川の 石の 上 を 行こうと した 

がふと 猶予った の は 売薬の 身の上で。 

まさかに 聞いた ほどで も あるまい が、 それが 本当な 

みごろし しゅっけ く 

らば 見 殺 じ や、 どの 道 私 は 出家の 体、 日が 暮れる まで 



に 宿へ 着いて 屋根の 下に 寝る に は 及ばぬ、 追 着いて 引 

まかりち ご ある け 

戻して やろう。 罷違 うて 旧道 を 皆 歩行いても 怪し ゆ 

おおかみ しゅん 

うは あるまい、 こういう 時候 じ や、 狼 の 旬で もな く 

ちみもう リ よう しお 

魑魅魍魎の 汐 さきで もない、 ままよ、 と 思うて、 見送 

ると 早 や 深切な 百姓の 姿 も 見えぬ。 

(よし。) 

おも いき かか おとこぎ 

思 切って 坂道 を 取って 懸 つた、 俠 気があつ たので は 

まや 

ござらぬ、 血気に 逸った では もとよりない、 今 申した 

さと 

ようで はずつ ともう 悟った ようじ やが、 いや なかなか 

おくびょうもの ひ いのち 

の 臆病者、 川の 水 を 飲む のさえ 気が 怯け た ほど 生命 

が 大事で、 なぜ またと 謂わつ しゃる か。 



わし また 

見えた ので、 やむ こと をえず 私 は 跨ぎ 越した、 とたん 

に 下腹が 突 張って ぞッと 身の 毛、 毛穴が 残らず-鱗 に 

変って、 顔の 色 も その 蛇の ようになつ たろうと 目 を 塞 

いだく らい。 

しぼ ひやあせ すく 

絞る ような 冷汗になる 気味の 悪さ、 足が 竦んだ とい 

うて 立って いられる 数で はない からびく びくしながら 

路を 急ぐ とまた しても 居た よ。 

ひっき 

しかも 今度の は 半分に 引 切つ て ある 胴から 尾ば かり 

あおみ しる 

の 虫 じ や、 切 口が 蒼 を 帯びて それでこう 黄色な 汁が 

流れて びくびくと 動いた わ。 

我 を 忘れて ばらばらと あとへ 遁 帰った が、 気が付け 



うち なさけな 

立直った はよ いが、 息 も 引かぬ 内に 情無い 長 虫が 路を 

切った。 

しょせん かな 

そこでもう 所詮 叶わぬ と 思った なり、 これ はこの 山 

の 霊で あろうと 考えて、 杖を棄 てて 膝 を 曲げ、 じり じ 

つち 

りする 地に 両手 をつ いて、 

(誠に 済み ませぬ がお 通しな すって 下さり まし、 なる 

ひるね じゃま 

たけお 午睡の 邪魔に なり ませぬ ように そっと 通行いた 

します る。 

ご覧の 通り 杖も棄 てました。) と 我 折れ しみじみと 

す さま 

頼んで 額 を 上げる とざ つ という 凄 じ い 音で。 

こころもち 

心 持よ ほどの 大蛇と 思った、 三尺、 四 尺、 五 尺 四方、 



というの は 目の前に 大 森林が あらわれ たので。 

たとえ あもう あおぞら 

世の 譬 にも 天生 峠 は 蒼 空に 雨が 降る という、 人の 

かみよ そま 

話に も 神代から 杣が手 を 入れぬ 森が あると 聞いた のに、 

今まで は 余り 樹が なさ 過ぎた。 

かに わらじ 

今度 は 蛇の かわりに 蟹が 歩きそう で 草鞋が 冷えた。 

えの き ところどころ 

しばらく すると 暗くな つた、 杉、 松、 稷 と処々 見 分 

-R すか さ 

けが 出来る ばかりに 遠い 処 から 幽 に 日の 光の 射す あ 

たリ では、 土の 色が 皆 黒い。 中には 光線が 森を钋 通す 

工合であろう、 青 だの、 赤 だの、 ひだが 入って 美しい 

処 があった。 

つまさき から しずく おちた ま 

時々 爪 尖に 絡まる の は 葉の | 卞 の 落 溜った 糸の よう 



な 流で、 これ は 枝 を 打って 高い 処を 走る ので。 とも 

ときわぎ 

すると また 常 磐 木が 落葉す る、 何の 樹 とも 知れず ばら 

ひのきが さ 

ばらと 鳴り、 かさかさと 音が して ぱっと 檜 笠に かか 

うしろ 

る こと も ある、 あるいは 行 過ぎた 背後へ こぼれる の も 

ら たま 

ある、 それ 等 は 枝から 枝に 溜って いて 何十 年ぶりで は 

じめ て 地の 上まで 落ちる のか 分らぬ ご 

八 

ひきょう 

「心細 さは 申す まで もなかつ たが、 卑怯な ようで も 

しゅぎよ 1 つ 

修行の 積まぬ 身に は、 こういう 暗い 処の 方が かえつ 



ゆめ かたはし 

者が 夢にも 知らぬ 血と 泥の 大 沼の 片端で も 見て おこう 

かくご 

と、 そう 覚悟が きまって は 気味の 悪い も 何もあった も 

じゅずな り て あた リ か 

のじ やない、 体中 珠数 生に なった の を 手当 次第に 搔ぃ 

の むし す 

除け 撐り棄 て、 抜き取り などして、 手 を 挙げ 足 を 踏ん 

おど あ る 

で、 まるで 躍り 狂う 形で 歩行き 出した。 

うち ひとまわり かゆ 

はじめの 中 は 一 廻 も 太ったよ うに 思われて 痒 さが 

たま や 

耐ら なかった が、 しまいに はげつ そり 痩せた と 感じら 

ようしゃ ある 

れ てず きずき 痛ん でなら ぬ、 その 上 を 容赦な く 歩行く 

いりまじ おそ 

内に も 入 交りに 襲いお つた。 

すで くら わざわい 

既に 目 も 眩んで 倒れそう になる と、 禍 はこの 辺が 

トン. 不ル はるか 

絶頂で あつたと 見えて、 隧道 を 抜けた ように、 遥に 



1 輪の かすれた 月 を 拝んだ の は、 蛭の 林の 出口な ので。 

いや 蒼 空の 下へ 出た 時には、 何の こと も 忘れて、 砕 

みじん やまじ うちたお 

けろ、 微塵に なれと 横 なぐりに 体 を 山路へ 打倒した。 

じゃり つち 

それで からもう 砂利で も 針で も あれと 地へ こすりつけ 

て、 十 余り も 蛭の 死骸 を 引く リ かえした 上から、 五六 

けん みぶるい っッた 

間 向う へ 飛んで 身顫 をして 突立 つ た。 

人を& 鹿に している ではありません か。 あたりの 山 

ところどころ ひぐ らし どの 

では 処 々茅蜩 殿、 血と 泥の 大沼 になろう という 森 を 

控えて 鳴いて いる、 日 は斜、 渓底 はもう 暗い。 

おおかみ えじき ひとお もい 

まず これなら ば 狼 の 餌食に なっても それ は 一思 

に 死なれる からと、 路 はちょう ど だらだら 下な り、 小 



ぶろうと 何百と いう 数で のしかか つていた 日に は、 酢 

きづかい 

を ぶちまけても 分る 気遣 は あるまい。 

くだん 

こう 思って いる 間、 件 の だらだら 坂 は 大分 長かった。 

それ を 下り 切る と 流が 聞え て、 とんだ 処に 長さ 一 間 

ばかりの 土橋が かかって いる。 

もてあま すいがら 

はや その 谷川の 音 を 聞く と 我 身で 持 余す 蛭の 吸殻 を 

まっさかさま ひた ここち 

真逆に 投 込んで、 水に 浸したら さぞい い 心地で あろ 

うと 思う くらい、 何の 渡リ かけて 壊れたら それなりけ 

り o 

力 力 

危ぃ とも 思わずに ずっと 懸る、 少し ぐらぐら したが 

のぼ 

難なく 越した。 向う からまた 坂 じ や、 今度 は 上り さ、 



んで、 ええ やっと 今 一 揉。 

やまが なんぎ 

一軒の 山家の 前へ 来たのに は、 さまで 難儀 は 感じな 

こと 

かった。 夏の ことで 戸障子の しまり もせず、 殊に 一軒 

いきな リゃれ えん 

家、 あけ 開いた なり 門と いうても ない、 突然 破 縁に なつ 

わし 

て 男が 一 人、 私 はもう 何の 見境 もな く、 

たの たすけ 

(頼みます、 頼みます、) という さえ 助 を 呼ぶ ような 

とりすが 

調子で、 取鎚ら ぬば かりにした。 

(ご免なさい まし、) とい つたが もの もい わない、 首筋 

をぐ つたり と、 耳 を 肩で 塞ぐ ほど 顔 を 横にした まま 

こども 

小児ら しい、 意味の ない、 しかも ぼつち りした 目で、 

みつ ひとみ 

じろ じろ と 門に 立った もの を瞻 める、 その 瞳 を 動か 



は かぶ さ おし ば か かえる 

へ 撥ねて 耳に 被った、 啞か、 白痴 か、 これから 蛙に 

.P ン "'つち 

なろうと する ような 少年。 私 は 驚いた、 こっちの 生命 

さ き さ ま ぎょうそう おおべ つじよう 

に 別条 はない が、 先方 様の 形相。 いや、 大 別条。 

(ちょ いとお 願い 申します。) 

それでもし かたがない からまた 言葉 を かけた が 少し 

も 通せず、 ばたり というと 僅に 首の 位置 を かえて 今 

まくら ちと 

度 は 左の 肩 を 枕 にした、 口の 開い てること 旧の ごとし。 

いきなり 

こういうの は、 悪く すると 突然 ふん づ かまえて 臍 を 

ひね な 

捻りながら 返事の かわりに 嘗めよう も 知れぬ。 

わし す さ 

私 は 一足 退った が、 いかに 深山 だとい つても これ を 

つまだ 

一 人で 置く という 法 は あるまい、 と 足 を 爪立てて 少し 



こわだか 

声高に、 

(どなた ぞ、 ご免なさい、) といった。 

背戸と 思う あたりで 再び 馬の 嘶 く 声。 

(どなた、) と 納戸の 方で いったの は 女 じ やから、 

なむさん ぼう うろこ ゆか は 

南無 三宝、 この 白い 首に は 鱗が 生えて、 体 は 床 を 這つ 

す さ 

て 尾 を ずるずると 引いて 出ようと、 また 退った。 

ぼう さま たちあら わ こづく リ 

(おお、 ぉ坊 様。) と 立顕れ たの は 小 造の 美しい、 声 

す T9 

も 清し い、 もの やさしい。 

私 は 大息 を 吐いて、 何にもい わず、 

つむ リ 

(はい。) と 頭 を 下げ ましたよ。 

おんな ひざ すわ のびあが 

婦人 は 膝 をつ いて 坐った が、 前へ 伸 上る ようにして、 



黄昏に しょんぼり 立 つ た 私が 姿 を 透かして 見て、 

(何 か 用で ござんす かい。) 

休め ともい わず はじ め か ら 宿の 常世 は 留守ら し い 、 

人 を 泊めない ときめた ものの ように 見える。 

いい 後れて はかえ つて 出 そ びれ て 頼む にも 頼まれぬ 

し ぎ 

仕 誼に もなる ことと、 つかつかと 前へ 出た。 

ていねい かが 

丁寧に 腰 を 屈めて、 

(私 は、 山 越で 信 州へ 参ります 者です が 旅籠の ござい 

ます 処ま で はま だ どの くら い で ござ いましょう。) 

十一 



(あなた まだ 八 里 余 でございますよ。) 

ほか うち 

(その他に 別に 泊めて くれます 家 もない のでしょう 

ゝ o ン 

力 ) 

ま 

(それ は ございません。) といいながら 目た たき もし 

ないで 清し い 目で 私の 顔 を つくづく 見て いた。 

(いえもう 何で ございます、 実は この 先 一町 行け、 そ 

うすれば 上段の 室に 寝かして 一 晚 扇いで いて それで 

くどく うけたまわ 

功徳の ためにす る 家が あると 承 りましても、 全く 

のと ころ 一 足 も 歩行け ますので は ございません、 どこ 

ものおき すみ 

の 物置で も 馬小屋の 隅で もよ いので ございま すから 



ごしょう いなな こ こ 

後生で ございます。) とさつき 馬が 嘶 いたの は此 家よ 

リ 外に はな いと 思 つたから 言 つ た。 

おんな わき 

婦人 はしば らく 考えて いたが、 ふと 傍 を 向いて 布の 

ふくろ ひざ おけ 

袋 を 取って、 膝の あたりに 置いた 桶の 中へ ざらざら 

ひとはば こぼ ふち すく 

と 一 幅、 水 を 溢す ように あけて 縁 をお さえて、 手で 掬つ 

うつむ 

て 俯向いて 見た が、 

(ああ、 お泊め 申しましょう、 ちょうど 炊いて あげ ま 

す ほどお 来 も ございま すから、 それに 夏の ことで、 山 

家 は 冷え まし て も 夜 の もの に) ^ 不自由 も) J ざん すま い 

さあ、 ともかくも あなた、 お上り 遊ばして。) 

というと 言葉の 切れぬ 先に ど つかと 腰 を 落した。 



婦人 はっと 身 を 起して 立って 来て、 

(ぉ坊 様、 それで ござんす がちよ つと お断り 申して お 

かねば なりません。) 

はっきり いわれた ので 私 はび くびく もので、 

(はい、 はい。) 

わたし くせ 

(いいえ、 別の ことじ や ござんせ ぬが、 私 は 癖と して 

やまい ふた 

都の 話 を 聞く のが 病で ございます、 口に 蓋 をして お 

いでなさい ましても 無理やりに 聞こうと いたし ますが 

あなた 忘れても その 時 聞かして 下さい ますな、 ようご 

ざん すかい、 私 は 無理に お尋ね 申します、 あなた は ど 

うしても お話しなさい ませぬ、 それ を 是非に と 申し ま 



しても 断つ て おっしゃらない ようにき つと 念 を 入れて 

おきます よ。) 

しさ い 

と 仔細 ありげ な こと をい つた。 

おんな 

山の 高さ も 谷の 深さ も 底の 知れない 一 軒 家の 婦人の 

かい わし 

言葉と は 思うた が 保つ に むずかしい 戒 でもな し、 私 は 

ただ 頷 くば かり。 

(はい、 よろし ゆう ございます、 何事 も おっしゃりつ 

そむ 

け は 背きますまい。) 

おんな ごん か うちと 

婦人 は 言下に 打 解けて、 

きたの くつろ 

(さあさあ 汚 う) J ざ いますが 早く こちらへ、 お寛ぎ 

なさい まし、 そうしてお 洗足 を 上げましょう かえ。) 



(いえ、 それに は 及び ませぬ、 雑巾 をお 貸し 下さい ま 

し。 ああ、 それから もし そのお 雑巾 次，， 手に ず ッぷリ お 

しぼ たすか とちゅう 

絞ん なすって 下さる と 助り ます、 途中で 大変な 目に 

逢いました ので 体 を 打棄 りたい ほど 気味が 悪う ござ 

ふ おそれい 

いますので、 一 ッ 背中 を 拭こうと 存じます が、 恐 入り 

ますな。) 

(そう、 汗に おなりなさい ました、 さぞ まあ、 お 暑う 

ござんした でしよう、 お待ちなさい まし、 旅籠へ お着 

き 遊ばして 湯に お入りな さいます のが、 旅する お 方に 

ちそう 

は 何より ご馳走 だと 申します ね、 湯 どころ か、 お茶 さ 

え 碌にお もてなし もいた されません が、 あの、 この 裏 



がけ きれい ながれ 

の 崖 を 下ります と、 綺麗な 流 がご ざいます から い つ 

そそれ へ いら つ しゃ ッて お流しが よろし ゆう ございま 

しょう。) 

聞いた だけで も 飛んでも 行きたい。 

(ええ、 それ は 何より 結構で ございますな。) 

(さあ、 それで は ご 案内 申しましょう、 どれ、 ちょう 

と くだんお け こわき かか 

ど 私 も 米 を 磨ぎに 参ります。) と 件の 桶 を 小脇に 抱え 

えんがわ わら ぞうり は かが いたえん 

て、 縁側から、 藁 草履 を 穿いて 出た が、 屈んで 板 縁の 

下を視 いて、 引出した の は 一足の 古 下駄で、 かち リと 

あわ ほこ リ はた そろ 

合して 埃 を 払いて 揃えて くれた。 

は わらじ 

(お 穿き なさい まし、 草鞋 は ここにお 置きな すつ て、) 



わし 

私 は 手 を あげて、 一 礼して、 

(恐 入ります、 これ はどう も、) 

たしょう えん 

(お泊め 申す となりましたら、 あの、 他生の縁 とやら 

で ござんす、 あなた ご 遠慮 を 遊ばします なよ。) まず 恐 

しく 調子が いい じ やて ご 

十二 

つ こめと ぎお け ひっかか 

「(さあ、 私に 跟ぃ てこ ちらへ、) と 件の 米 磨 桶 を 引 抱 

えて 手拭 を 細い 帯に 挟んで 立った。 

ふつ さ たば くし かん ざし 

髪 は 房り とする の を 束ねて な、 櫛 を はさんで 簪 



で 留めて いる、 その 姿の 佳 さとい うてはなかった。 

私 も 手早く 草鞋 を 解いた から、 早速 古 下駄 を 頂戴 

して、 縁から 立つ 時ち よいと 見る と、 それ 例の 白痴 殿 

じ や。 

わし かた したたらず しゃべ 

同じく 私が 方 を じろ りと 見た つけよ、 舌 不足が 饒舌 

るよう な、 愚に もっかぬ 声 を 出して、 

(姉 や、 こえ、 こえ。) といいながら 気だる そうに 手 を 

まう まう あ I. こま な 

持 上げて その 蓬々 と 生えた 天窓 を 撫でた。 

(坊 さま、 坊 さま？) 

おんな しも 

すると 婦人が、 下ぶ くれな 顔に えくぼ を 刻んで、 三 

ッ ばかり はきはきと 続けて 頷いた。 



少年 はう むと いったが、 ぐたり として また 臍 をく り 

くリ くリ。 

私 は 余り 気の毒 さに 顔 も 上げられな いで そつ と 盗む 

ようにして 見る と、 婦人 は 何事 も 別に 気に 懸けて はお 

らぬ 様子、 そのまま 後へ 跟 いて 出ようと する 時、 

紫 陽ぬ の 花の 蔭から ぬいと 出た 一 名の 親 仁が ある。 

背戸から 廻って 来たらし い、 草鞋 を 穿いた なりで、 

どうらん ねつけ ひもな が さ くわえぎ せる 

胴乱の 根付 を 紐 長 にぶらり と 提げ、 銜 煙管 をしながら 

たちどま 

並んで 立 停った。 

(和尚 様お いでなさい。) 

婦人 は そなた を 振 向いて、 



(おじ 様 どうで ござんした。) 

とんま 

(されば さの、 頓馬で 間の 抜けた というの は あの こと 

きつね 

かい。 根ッ から 早 や 狐で なければ 乗せ 得そう にもな 

やつ なこうど 

い 奴 じ やが、 そこ はおらが 口 じ や、 うまく 仲人して、 

ふたつき みつき じょう さま あ す 

一 一月 や 三月 はお 嬢 様 がご 不自由の ねえよう に、 翌日 

はものに して うんと ここ へ 担ぎ込みます。) 

(お頼み 申します よ。) 

(承知、 承知、 おお、 嬢 様 どこ さ 行かつ しゃる。) 

(崖の 水まで ちょいと。) 

(若い 坊様 連れて 川へ 落っこちさつ しゃるな、 おら こ 

がんば よこざま 

こに 眼 張って 待つ とる に、) と 横様に 緑に のさり。 



(貴僧、 あんな こと を 申します よ。) と 顔 を 見て 微笑ん 

だ。 

わき の おやじ 

(一人で 参りましょう、) と 傍へ 退く と、 親 仁 はくつ 

く つ と 笑つ て、 

(はは はは、 さあ、 早くい つて ござらつ せえ。) 

(おじ 様、 今日はお 前、 珍しい お 客が お 二方 ござんし 

た、 こういう 時 は あとから また 見えよう も 知れません 

次郎 さんば かりで は 来た 者が 弱ん なさろう、 私が 帰 

るまで そこに 休んで いてお くれで ないか。) 

おやじ そば 

(いいと もの。) といい かけて、 親 仁 は 少年の 傍へ にじ 

リ 寄つ て、 鉄 挺 を 見た ような 拳 で、 背中 を どんと くら 



わした、 白痴の 腹 はだぶ りと して、 ベ そ を かくよう な 

口つ きで、 にやり と 笑う。 

わし おもて おんな なにげ てい 

私 は ぞっとして 面 を 背けた が、 婦人 は 何気ない 体 

であった。 

ぢ やじ 

親 仁 は 大口 を 開いて、 

(留守に おらが y J の 亭主 を 盗む ぞょ。 ) 

(はい、 ならば 手柄で ござんす、 さあ、 貴僧 参り ましよ 

ク ゝ o ン 

う 力 ) 

背後から 親 仁が 見る ように 思 つ たが、 導かる る まま 

に 壁に ついて、 かの 紫陽花の ある 方で はない。 

やがて 背戸と 思う 処で 左に 馬小屋 を 見た、 ことこと 



という 音 は^: 目 を 蹴る のであろう、 もう その 辺から 薄 

暗くな つて 来る。 

あなた すべ 

(貴僧、 ここから 下りる ので ございます、 ヒリ はいた 

ひど しずか 

しませぬ が、 道が 酷う ございます からお 静 に、) とい 

うご 

十三 

「そこから 下りる の だと 思われる、 松の木の 細く ッて 

度外れに 背の 高い、 ひょろひょろした およそ 五六 間 上 

まで は 小枝 一 ッ もない のが ある。 その 中 を 潜った が、 



あお こずえ 

仰ぐ と 梢に 出て 白い、 月の 形 はこ こで も 別に かわ リ 

うきよ 

は 無かった、 浮世 は どこに あるか 十三夜で。 

おんな みき 

先へ 立った 婦人の 姿が 目 さき を 放れた から、 松の 幹 

つか のぞ 

に摑 まって 視 くと、 つい 下に 居た。 

あおむ 

仰向いて、 

(急に 低くな リ ますから 気をつけて。 こり や 貴僧に は 

足駄で は 無理で ございまし たかしら、 宜しくば 草履と 

お 取 交え 申しましょう。) 

たちお く あるきな や 

立 後れた の を 歩行 悩んだ と 察した 様子、 何が さて 転 

ひる あか 

げ 落ちても 早く 行って 蛭の 垢 を 落した さ。 

(何、 いけませんければ 跣 足になります 分の こと、 ど 



ぅぞ お構いなく、 嬢 様に ご 心配 を かけて は 済み ませ 

ん。) 

あでやか 

(あれ、 嬢 様です つて、) とや や 調子 を 高めて、 艷麗に 

笑った。 

(はい、 ただいま あの 爺 様が、 さよう 申しました よう 

おくさま 

に 存じます が、 夫人で ございま すか。) 

(何に しても 貴僧に は 叔母さん くらいな 年紀 です よ。 

まあ、 お 早くい らっしゃい、 草履 もよう ござんす けれ 

とげ ぬ 

ど、 刺が ささ リ ますと いけません、 それに じくじく 湿 

れ ていて お 気味が 悪う ございましよう から。) と 向う 

むき きもの かたつ ま 

向で いいながら 衣服の 片棲 をぐ いと あげた。 真白な の 



やみ あ る しも 

が 暗まぎ れ 、 歩行く と 霜が 消え て 行く ような。 

かたわ くさむら 

ずんずん ずんずんと 道 を 下りる、 傍らの 叢 から、 

ひき 

のさの さと 出た の は 蟇で。 

おんな うしろ 

(あれ、 気味が 悪い よ。) というと 婦人 は 背後へ 高々 と 

踵 を 上げて 向う へ 飛んだ。 

(お客様が いらっしゃる ではない かね、 人の 足に なん 

か搦 まって、 贅沢 じゃあな いか、 お前 達 は 虫 を 吸って 

いればた くさんだ よ。 

貴僧 ずんずんい らっしゃい ましな、 どうもし はし ま 

せん。 こう 云う 処 ですから あんな ものまで 人 懐し ゆ 

うご ざいます、 厭 じ やない かね、 お前 達と 友達 をみ た 



はず か 

ようで 愧 しい、 あれいけ ません よ。) 

蟇 はの さの さと また 草 を 分けて 入った、 婦人 はむ こ 

うへ ずい と。 

(さあ この 上へ 乗 るんで す、 土が 柔 かで 壊え ますから 

地面 は 歩行 かれません。) 

いかにも 大木の 僵れ たのが 草が くれに その 幹 を あら 

あしだば き さしつ か 

わして いる、 乗る と 足駄 穿で 差支えがない、 丸木 だけ 

れ どもお そろし く 太いので、 もっとも これ を渡リ 果て 

ながれ げき 

ると たちまち 流の 音が 耳に 激した、 それまでに はよ 

ほどの 間。 

さ 

仰いで 見る と 松の 樹 はもう 影 も 見えない、 十三夜の 



いただ. 

月 はずつ と 低うな つたが、 今 下りた 山の 頂 に 半ば か 

かって、 手が 届きそう に あざやか だけれ ども、 高さ は 

およそ 計り 知られぬ。 

(貴僧、 こちらへ。) 

おんな 

といった 婦人 はもう 一息、 目の 下に 立って 待って い 

た。 

そこ は 早 や 一面の 岩で、 岩の 上へ 谷川の 水が かかつ 

て ここによ どみ を 作って いる、 川幅 は 一間ば かり、 水 

に 臨めば 音 はさまで にもない が、 美し さは 玉 を 解いて 

す さま くだ 

流した よう、 かえって 遠くの 方で 凄じく 岩に 砕ける 

ひびき 

響が する。 



すそ まっくら 

向う 岸 はまた 一 座の 山の 裾で、 頂の 方 は 真暗 だが、 

山の端から その 山腹 を 射る 月の 光に 照し 出された 辺 

さざえ 

から は大石 小石、 栄螺の ような の、 六尺 角に 切 出した 

つるぎ まり 

の、 剣の ような の やら、 鞠の 形 をした の やら、 目の 届 

く 限り 残らず 岩 で、 次第に 大きく 水に 蘸 つたの はた だ 

小山の ようご 

十四 

あんばい 

「(いい 塩梅に 今日は 水が ふえてお ります から、 中へ 

入りませんで もこの 上で ようご ざいます。) と 甲 を 浸 



つまさき かが ばん 

して 爪先 を 屈めながら、 雪の ような 素足で 石の 盤の 上 

に 立って いた。 

自分 達が 立った 側 は、 かえって こっちの 山の 裾が 水 

に 迫って、 ちょうど 切 穴の 形に なって、 そこへ この 石 

は あつらえ 

を 嵌めた ような 訛 。 川上 も 下流 も 見えぬ が、 向う の 

あの 岩山、 九十 九折の ような 形、 流 は 五 尺、 三尺、 一 

とびとび 

間ば かりず つ 上流の 方が だんだん 遠く、 飛々 に 岩 を か 

がった ように 隠見して、 いずれも 月光 を 浴びた、 銀の 

よろい ま さば 

鎧の 姿、 目の あたり 近いの は ゆるぎ 糸 を 捌く がごと 

ひる かえ 

く 真白に 翻って。 

(結構な 流れで) J ざいます な。 ) 



たき 

(はい、 この 水 は 源が 滝で ございます、 この 山 を 旅す 

るお 方 は 皆な 大風の ような 音 を どこかで 聞きます。 

貴僧 はこ ちら へ いら つ しゃる 道で お 心 着き はなさい ま 

せんかい。) 

やまび る おおやぶ 

されば こそ 山 蛭の 大 藪へ 入ろうと いう 少し 前から そ 

の 一 首 を。 

(あれ は 林へ 風の 当る ので は ございません ので？) 

(いえ、 誰でもそう 申します、 あの 森から 三 里ば かり 

わきみち 

傍 道へ 入りました 処に大 滝が あるので ございます、 そ 

みち け わ 

れは それ は 日本一 だそう です が、 路が嶮 しゅう ござん 

すので、 十 人に 一人 参った もの は ございません。 その 



あ 

滝が 荒れ ましたと 申しまして、 ちょうど 今から 十三 年 

おそろ おおみず 

前、 恐し い 洪水が ございました、 こんな 高い 処 まで 川 

ふもと 

の 底に なり ましてね、 麓の 村 も 山 も 家 も 残らず 流れ 

かみ ほら 

てし まいました。 この 上の 洞 も、 はじめは 二十 軒ば か 

りあった ので ござんす、 この 流れ も その 時から 出来 ま 

した、 ご覧なさい ましな、 この 通り 皆な 石が 流れた の 

でございますよ。) 

おんな しら えもん 

婦人 はいつ かもう 米 を 精げ 果てて、 衣紋の 乱れた、 

乳の 端 も ほの 見 ゆる、 膨ら かな 胸 を 反して 立った、 鼻 

高く 口 を 結んで 目 を 恍惚と 上 を 向いて 頂 を 仰いだ が、 

るいるい いわお 

月 はなお 半 腹の その 累々 たる 巌 を 照す ばかり。 



こわ 

(今でも こうや つ て 見ます と 恐い ようで ございます。 ) 

に うで 

と 屈んで 二 の 腕の 処を 洗って いると。 

あなた ぎょうぎ 

(あれ、 貴僧、 そんな 行儀の いいこと をして いらし つ 

めし ぬ 

て はお 召が 濡れます、 気味が 悪う ございま すよ、 すつ 

ばり 裸体に なって お洗いなさい まし、 私が 流して 上げ 

ましょう。) 

(いえ、) 

ころも そで 

(いえ じゃあ ござんせ ぬ、 それ、 それ、 お 法衣の 袖が 

ひた いきなり うしろ 

浸る ではありません か、) というと 突然 背後から 帯に 

みもだえ じゃけん 

手 を かけて、 身悶 をして 縮む の を、 邪慳ら しく すっぱ 

り 脱いで 取った。 



わし ししょう きび からだ はだ 

私 は 師匠が 厳しかった し、 経 を 読む 身体 じ や、 肌 さ 

え 脱いだ こと はつい ぞ 覚えぬ。 しかも 婦人の 前、 

まいまい つぶろ き 

蝸 牛が 城 を 明け渡し たようで、 口 を 利く さえ、 まし 

ひざ 

て 手足の あがき も 出来ず、 背中 を 円く して、 膝 を 合せ 

おんな ころも かたわ 

て、 縮 かまる と、 婦人 は 脱がした 法衣 を 傍らの 枝へ ふ 

わりと かけた。 

(お 召 はこう やって おきましょう、 さあお 背 を、 あれ 

さ、 じっとして。 お 嬢 様と おっしゃって 下さいました 

お礼に、 叔母さんが 世話を焼 くので ござんす、 お 人の 

悪い。) といつ て 片袖を 前歯で 引上げ、 玉の ような 二の 

腕 を あからさまに 背中に 乗せた が、 じっと見て、 



(まあ、 ) 

(どうかいた してお ります か。) 

あざ 

(痣の ようになって、 一 面に。) 

ひど あ 

(ええ、 それで ございます、 酷い 目に 逢いました。) 

思い出しても ぞッ とする て ご 

十五 

「婦人 は 驚いた 顔 をして、 

(それで は 森の 中で、 大変で ござい ますこと。 旅 をす 

る 人が、 飛驛の 山で は 蛭が 降る というの は あすこで ご 



あなた まとも 

ざん す。 貴僧 は 抜道 を ご存じな いから 正面に 蛭の 巣 を 

いのち みょうが 

お 通りな さ いました ので ござ いますよ。 お 生命 も 冥加 

なくら い、 馬で も 牛で も 吸い 殺す ので ございます もの 

しかし 疼く ようにお 痒い ので ござんしょう ね。) 

(ただいま ではもう 痛みます ばかりにな りました。) 

(それで はこん な もので こすりまして は 柔 かいお 肌 

が擦剝 けましょう。) というと 手が 綿の ように 障った。 

いしき 

それから 両方の 肩から、 背、 横腹、 臀、 さらさら 水 

を かけて はさす つ て くれる。 

それが さ、 骨に 通って 冷たい かとい うとそう ではな 

かった。 暑い 時分 じ やが、 埋窟 をい うとこう では ある 



えり しだい あたま 

かに 包まれて、 足、 腰、 手、 肩、 頸から 次第に 天窓 ま 

で 一面に 被った から 吃驚、 石に 尻餅 を搗 いて、 足 を 水 

の 中に 投げ出し たから 落ちた と 思う とたんに、 女の手 

うしろ 

が 背後から 肩 越しに 胸 をお さえた のでし つかりつ か 

まった。 

あなた そば あせく そ 

(貴僧、 お 傍に 居て 汗臭う は ござんせ ぬかい、 とんだ 

暑がりなん でございますから、 こうやつ ておりまして 

もこん なで ございます よ。) という 胸に ある 手 を 取つ 

たの を、 慌てて 放して 棒の ように 立った。 

(いいえ 誰も 見て おり はしません よ。) と 澄して 言う、 



おんな きもの ねリ ぎぬ 

婦人 もい つ の 間に か 衣服 を 脱いで 全身 を 練 絹の ように 

あら 4J 

露 していた のじ や。 

おどろ 

何と 驚 くまい ことか。 

はず か 

(こんなに 太って おります から、 もうお 愧 しい ほど 

暑い ので ございます、 今時 は 毎日 一 一度 も 三度 も 来て は 

こうやつ て 汗 を 流します、 この 水が ございま せんかつ 

あなた てぬぐい しぼ 

たら どういた しましょう、 貴僧、 お 手拭。) とい つ て 絞つ 

たの を 寄越した。 

(それでお み 足 をお 拭きなさい まし。) 

いつの 間に か、 体 はちゃん と 拭いて あった、 お話し 

おそれ 

申す も 5S 多、，' が、 はは はは はは。 I 



きもの ちご 

「なるほど 見たところ、 衣服 を 着た 時の 姿と は 違うて 

肉つ きの 豊な、 ふつ くりとした 膚。 

(さっき 小屋へ 入って 世話 をし ましたので、 ぬらぬら 

した 馬の 鼻息が 体中に かかつ て 気味が 悪う ござんす。 

ちょうどよう ，1 ざいます から 私 も 体 を 拭きましょう。 ) 

きょうだい うちわば なし 

と 姉弟が 内 端 話 をす るよう な 調子。 手 を あげて 黒 

わき 

髪 をお さえながら 腋の下 を 手拭で ぐいと 拭き、 あと を 

両手で 絞りながら 立った 姿、 ただこれ 雪の ような の を 



うすくれ な い 

かかる 霊水で 清めた、 こういう 女の 汗 は 薄紅に なつ 

て 流れよう。 

くし 

ちょいち よ いと 櫛 を 入れて、 

(まあ、 女が こんな お転婆 をいた しまして、 川へ 落 こ 

かわしも 

ちたら どうしましょう、 川下へ 流れて 出ましたら、 村 

里の 者が 何とい つ て 見ましょう ね。) 

しろち ち 

(白桃の 花 だと 思います。) とふと 心 付いて 何の 気 も 

なしにい うと、 顔が 合うた。 

すると、 さも 嬉しそうに 莞爾 して その 時 だけ は 初々 

と し きむすめ はじ ふく 

しゅう 年 紀も七 ッ八ッ 若 やぐば かり、 処女の 羞を 含ん 

で 下 を 向いた。 



わし そ おんな 

私 は そのまま 目 を 外ら したが、 その 一 段の 婦人の 姿 

しぶき 

が 月 を 浴びて、 薄い 煙に 包まれながら 向う 岸の※ 〔# 

ぬ なめら 

「さんず い + 散」、 140-1S に 濡れて 黒い、 滑 かな 大きな 

あおみ すきとお 

石へ 蒼 味 を 帯びて 透 通って 映る ように 見えた。 

はっき リ い じたい 

するとね、 夜目で 判然と は 目に 入らなん だが 地 体 何 

ほらあな 

でも 洞穴が あると みえる。 ひらひらと、 こちらから も 

ぉぢ こう もリ 

ひらひらと、 ものの 鳥 ほど はあろう という 大蝙蝠が 目 

さえぎ 

を 遮った。 

(あれ、 いけない よ、 お客様が あるじ やない かね。) 

み も だ おんな 

不意 を 打 たれた ように 叫んで 身悶え をした の は 婦人。 

(どうかな さいました か、) もう ちゃんと 法衣 を 着た 



から 気丈夫に 尋ねる。 

(いいえ、) 

といった ばかりで きまりが 悪そう に、 くるりと 

うしろむき 

後 向 にな つ た。 

ねずみいろ こぼうず 

その 時 小犬 ほどな 鼠色の 小坊主が、 ちょこちょこ 

とやって 来て、 あな やと 思う と、 崖から 横に 宙を ひよ 

うしろ おんな 

いと、 背後から 婦人の 背中へ ぴったり。 

はだか だき 

裸体の 立 姿 は 腰から 消えた ようになって、 抱つ いた 

ものが ある。 

ちくし よ う 

(畜生、 お客様が 見えない かい。) 

と 声に t 怒 を 帯びた が、 



なまいき 

(お前 達 は 生意気 だよ、) と 激しく いいさ ま、 腋の下 か 

のぞ くだん あたま ふりかえ 

ら視 こうと した 件 の 動物の 天窓 を 振 返り さまに くら 

わした で。 

キ ツキ ッ というて 奇声 を 放った、 件の 小坊主 は その 

うしろと ころも 

まま 後 飛びに また 宙を 飛んで、 今まで 法衣 を かけて お 

さき つる さが 

いた、 枝の 尖へ 長い 手で 釣し 下った と 思う と、 くるり 

つるべが えし きのぼり 

と 釣瓶 覆に 上へ 乗って、 それなり さらさらと 木 登 をし 

さる 

たの は、 何と 猿 じゃあるまい か。 

枝から 枝 を 伝う と 見えて、 見上げる ように 高い 木の 

やがて 梢まで、 かさかさ がさり。 

まばらに 葉の 中 を 透して 月 は 山の端 を 放れた、 その 



梢の あたり。 

婦人 はものに 拗ねた よう、 今の 默戯、 いや、 毎々、 

ひき こうち：：：' 

蟇と 蝙蝠と、 お 猿で 三度 じ や。 

いた きげん そこ 

その 悪戯に 多く 機嫌 を 損ねた 形、 あまり 子供が は 

おふくろ え 

しゃぎ 過ぎる と、 若い 母 様に は 得て ある 図 じ や。 

本当に 怒り 出す。 

ふぜ い めんどうくさ きもの 

と い つた 風情で 面倒臭 そうに 衣服 を 着て いたから、 

私 は 何にも 問わずに 小さくな つて 黙って 控えた ご 

十七 



「優しい なかに 強みの ある、 気軽に 見えても どこに か 

なれ なれ -P す 

落着の ある、 馴々 しくて 犯し 易から ぬ 品の いい、 いか 

なること にもい ざと なれば 驚く に 足らぬ と いう 身に 

こたえ おんな きょうしん 

応の あると いったよ うな 風の 婦人、 かく 嬌瞋を 発し 

おんな じゃけん 

て はきつ といい こと は あるまい、 今 この 婦人に 邪慳に 

されて は 木から 落ちた 猿 同然 じ やと、 おっかなび つく 

うむ 

りで、 おずおず 控えて いたが、 いや 案ずる より 産が 安 

ヽ o 

レ 

(貴僧、 さぞお かしかった で ござんしょう ね、) と 自分 

でも 思い出し たように 快く 微笑みながら、 

(しょうがな い の でございますよ。 ) 



以前と 変らず 心安くな つた、 帯 も 早 やしめ たので、 

うち こめと ぎお け こわき 

(それで は 家へ 帰りましょう。) と 米 磨 桶 を小腋 にして、 

ぞうり ひ つ がけ のぼ 

草履 を 引かけ て つ と 崖 へ 上った。 

あ； J, の 

(お 危 う ござんす から。) 

(いえ、 もうだい ぶ 勝手が 分って おります。) 

こころえ つも リ あが 

ずッと 心得た 意 じ や つ たが、 さて 上る 時 見る と 思 

ほか 

いの 外 上まで は 大層 高い。 

やがて また 例の 木の 丸太 を 渡る のじ やが、 さっき も 

いった 通り 草の なかに 横 倒れに なって いる 木地が こう 

うろこ たとえ 

ちょうど 鱗の ようで、 譬 にもよ くいう が 松の木 は 

うわばみ 

蝮 に似て ハ るで。 



こと あんばい うね 

殊に 崖 を、 上の 方へ、 いい 塩梅に 蜿 つた 様子が、 と 

どうなか 

ん だものに 持って来 いなり、 およそ このく らいな 胴中 

の 長 虫が と 思う と、 頭と 尾 を 草に 隠して、 月 あかりに 

歴然と それ。 

山路の 時 を 思い出す と 我ながら 足が 竦む。 

おんな うしろ きづ こ 

婦人 は 深切に 後 を 気遣うて は 気を付けて くれる。 

(それ をお 渡りな さいます 時、 下 を 見て はなり ません _ 

ち よ うど ちゅうと でよ ッぼど 谷が 深いの で ござ い ます 

ま 

から、 目が 廻う と 悪う ござんす。) 

(はい。) 

愚図愚図して はいられ ぬから、 我 身 を 笑いつ けて、 



ひ つ きざ 

まず 乗った。 引か かるよう、 刻が 入れて あるの じ やか 

ら、 気 さえ 確なら 足駄で も 歩行 かれる。 

たま 

それが さ、 一 件 じ やから 耐ら ぬて、 乗る とこう ぐら 

は 

ぐらして 柔 かにず るず ると 這い そうじゃから、 わつ と 

ひん また 

いうと 引 跨いで 腰 を ど さり。 

(ああ、 ^気 地 は ございません ねえ。 足駄で は 無理で 

ございましよう、 これと お 穿き 換えなさい まし、 あれ 

き 

さ、 ちゃんとい うこと を肯 くんです よ。) 

私 は その さっきから 何ん となく この 婦人に 畏敬の 念 

が 生じて 善 か 悪 か、 どの 道 命令され るよう に 心得た か 

ら、 いわる る ままに 草履 を 穿いた。 



するとお 聞きなさい、 婦人 は 足駄 を 穿きながら 手 を 

取って くれます。 

わけ うしろ 

たちまち 身が 軽くな つたよう に 覚えて、 訳なく 後 

ひとつや せ ど はた 

に 従って、 ひょいと あの 孤 家の 背戸の 端へ 出た。 

出会 頭に 声 を 懸けた ものが ある。 

ぼう さま もと 

(や あ、 大分 手間が 取れる と 思った に、 ご坊様 旧の 体 

で 帰らつ しゃ つたの。) 

おじさん うち 

(何 をい うんだ ね、 小 父 様 家の 番 はどうお しだ。) 

わし あんま おそ 

(もういい 時分 じ や、 また 私 も 余り 遅うな つて は 道 

が 困る で、 そろそろ 青 を 引出して 支度して おこうと 思 

うてよ。) 



まち どお 

(それ はお 待 遠で ござんした。) 

(何 さ、 行って みさつ しゃい ごき 主 は 無事 じ や、 いや 

わし くどき 

なかなか 私が 手に は 口説 落され なんだ、 はは はは は。) 

おおわら、， おやじ うまや 

と 意味 もない こと を 大笑して、 親 仁 は 廐の 方へ てく 

てく と 行った。 

白痴 はおな じ処 になお 形を存 している、 海月 も 日に 

あたらねば 解けぬ とみえる ご 

十八 

まわ ひづめ 

「ヒィ イン！ しつ、 どうどう どうと 背戸 を 廻る 鰭 爪 



えん ひび おやじ 

の 音が 縁へ 響いて 親 仁 は 一 頭の 馬 を 門前へ 引き出した。 

轡頭 を 取って 立ちはだかり、 

(嬢 様 そんなら このままで 私 参り やする、 はい、 ご 

ぼう さま ちそう 

坊様 にたく さんご 馳走して 上げな され。) 

おんな ろぶ ち あんどう ひき つ うつむ なべ いぶ 

婦人 は炉 縁に 行燈 を引附 け、 俯向いて 鍋の 下 を 燻し 

ていたが、 振 仰ぎ、 鉄の 火箸 を 持った 手 を 膝に 置いて、 

(ご苦労で ござんす。) 

(いんえ ご 懇 に は 及び ましね え。 しつ！) と 荒 網の 

つな あしげ はだかうま たくま たてがみ 

綱 を 引く。 青で 蘆 毛、 裸馬で 逞しい が、 鬣の 薄い 

おす 

牡 じ やわい。 

その 馬が さ、 私 も 別に 馬 は 珍し ゆう もない が、 



ばか どの うしろ かしこま てもちぶさた 

白痴 殿の 背後に 畏 つて 手 持 不沙汰 じ やから 今 引いて 

行こうと する 時 縁側へ ひらりと 出て、 

(その 馬 は どこへ。) 

(おお、 誠訪の 湖の 辺まで 馬市へ 出し やすの じ や、 こ 

あした あ る 

れ か ら 明朝お 坊 様が 歩行 か つし やる 山路 を 越えて 行き 

やす。) 

に つも リ 

(もし、 それへ 乗って 今から ぉ遁げ 遊ばす お 意で は 

*k ヽ ゝ ヽ o ン 

る レカレ 〕 

婦人 は 慌 だしく 遮 つ て 声 を 懸けた。 

しゅぎょう 

(いえ、 もったいない、 修行の 身が 馬で 足 休め をし ま 

しょう なぞと は 存じ ませぬ。) 



(何でも 人間 を 乗つ けられ そうな 馬 じゃあ ござらぬ。 

お 坊様は 命拾い をな された のじ やで、 大人し ゆうして 

嬢 様の 袖の 中で、 今夜 は 助けて 貰わつ しゃい。 さよう 

ならち よ つ くら 行つ て 参ります よ。) 

(あい。) 

ちくしょう うごめ 

(畜生。) といった が 馬 は 出ない わ。 びくびくと 蠢 

おおき はな ッ つら ね 

いて 見える 大 な 鼻面 を こちら へ 捻じ 向けて しきりに 

私 等が 居る 方 を 見る 様子。 

けもの 

(どうどう どう、 畜生 これ あだけ た 獣 じ や、 やい！) 

あし 

右左に して 綱 を 引 張った が、 脚から 根 をつ けた ごと 

くにぬ つくと 立って いてび くと もせぬ。 



おやじ 、-, らだ たた ヌ 

親 仁 大いに 苛立って、 叩いたり、 打ったり、 馬の 胴 

体に ついて 二三 度ぐ るぐ ると 廻った が 少しも 歩かぬ。 

肩で ぶッ つかる ようにして 横腹へ 体 を あてた 時、 よ 

うよう 前足 を 上げた ばかり また 四 脚 を 突張り 抜く。 

(嬢 様 嬢 様。) 

おやじ わめ おし. J.6 つま 

と 親 仁が 喚く と、 婦人 はちよ つと 立って 白い 爪 さき 

まっくろ すす たて 

を ちょろちょろと 真黒に 煤けた 太い 柱 を楣に 取つ て、 

馬の 目の 届かぬ ほどに 小 隠れた。 

その内 腰に 挟んだ、 煮染めた ような、 なえな えの 

てぬぐい こくめい しわ ふ おやじ 

手拭 を 抜いて 克明に 刻んだ 額の 皺の 汗 を 拭いて、 親 仁 

きぐみ もと 

はこれ でよ しとい う 気 組、 再び 前へ 廻った が、 旧に よつ 



びんぼうゆるぎ そろ 

て 貧乏 動 もしない ので、 綱に 両手 を かけて 足 を 揃え 

て 反 返る ようにして、 うむと 総身に 力を入れた。 とた 

ん にどう じ や い。 

す さま いなな なかぞら ひるがえ 

凄じく 嘶いて 前足 を 両方 中空へ 翻 したから、 小 

おやじ ひ つ 

さな 親 仁 は 仰向けに 引く りかえ つた、 ず どん どう、 月 

夜に 砂煙が ぱ つ と 立つ。 

白痴に もこれ は 可笑しかったろう、 この 時ば かり 

まっすぐ す くちびる 

じ や、 真直に 首 を 据えて 厚い 唇 をば くりと 開けた、 

おおつぶ むきだ あお 

大粒な 歯 を 露出して、 あの 宙へ 下げて いる 手 を 風で 煽 

るよう に、 はらり はらり。 

(世話が 焼ける ことね え、) 



婦人 は 投げる ようにい つ て 草履 を 突かけ て 土間へ つ 

いと 出る。 

力.， C ち 力 

(嬢 様 勘違い さっし やるな、 これ はお 前 様で はない ぞ、 

何でも はじめから そこなお 坊 様に 目 を つけた つ けよ、 

ぞくえん 

畜生 俗縁が ある だッぺ いわ さ。) 

俗縁 は 驚 いたい。 

すると 婦人が、 

あなた みち あ 

(貴僧 ここ へ いら つし やる 路で 誰に かお 逢いな さリは 

しません か。)」 

十九 



「(はい、 辻の 手前で 富 山の 反 魂 丹 売に 逢い ましたが、 

一 足 先に やっぱり この 路へ 入りました。) 

(ああ、 そう。) と 会心の 笑を洩 して 婦人 は 蘆 毛の 方 を 

たま お か 

見た、 およそ 耐ら なく 可笑しい といった はしたない 

風采で。 

くみ やす 

極めて 与し 易う 見えた ので、 

(もしゃ 此 家へ 参 リ ませなん だで ございましよ うか。) 

(いいえ、 存じません。) という 時た ちまち 犯す ベから 

わし おんな さじ 

ざる 者に なった から、 私 は 口 をつ ぐむ と、 婦人 は、 匙 

きもの ちり 

を 投げて 衣 の 塵 を 払うて いる 馬の 前足の 下に 小さな 



親 仁 を 見向いて、 

(しょうがな いねえ、) といいながら、 かなぐる ように 

して、 その 細帯 を 解き かけた、 片端が 土へ 引こうと す 

るの を、 搔 取って ちょいと 猶予う。 

(ああ、 ああ。) と 濁った 声 を 出して. 6 痴が 件の ひよ 

ろり とした 手 を 差 向けた ので、 婦人 は 解いた の を 渡し 

ふろしき ひろ た わい 

て やる と、 風呂敷 を 寛げた ような、 他愛の ない、 力の 

ひざ ほうもつ 

ない、 膝の 上へ わがね て 宝物 を 守護す るよう じ や。 

婦人 は 衣紋 を 抱き合せ、 乳の 下で おさえながら 静 

わき 

に 土間 を 出て 馬の 傍へ つ つと 寄った。 

わし あっけ つまだち 

私 はた だ 呆気に 取られて 見て いると、 爪立 をして 伸 



は 1 ざらぬ。 

品物 は 侘しい が、 なかなかのお 手料理、 餓えて はい 

みょうが しごく ひじ 

るし、 冥加 至極な お 給仕、 盆 を 膝に 構えて その上に 肱 

まお うれ 

をつ いて、 頰を 支えながら、 嬉しそうに 見て いたわ。 

ば か たれ とりあわ つれづれ た 

緑 側に 居た 白痴 は 誰も 取合ぬ 徒然に 堪えられ なく 

いざり だ おんな そば 

なった もの か、 ぐたぐたと 膝行 出して、 婦人の 傍へ そ 

べん べん くず あぐら 

の 便々 たる 腹 を 持って来 たが、 崩れた ように 胡 坐して、 

なが ゆびさし 

しきりにこう 我が 膳を視 めて、 指 をした。 

( う う う う う う う う 1 

(何で ございま すね、 あとでお 食ん なさい、 お客様 じ や 

あありません か。) 



白痴 は 情ない 顔 をして 口 を 曲め ながら 頭 を掉 つた。 

(厭？ しょうがありません ね、 それじゃ ご 一 所に 召 

あなた めん こうむ 

しあがれ。 貴僧、 ご免 を 蒙ります よ。) 

私 は 思わず 箸 を 置いて、 

ぞうさ 

(さあ どうぞお 構いな く、 とんだ ご 雑作 を 頂きます。) 

(いえ、 何の 貴僧。 お前さん 後 ほどに 私と 一 所に お 食 

ベな されば いいのに。 困った 人で ございま すよ。) と 

そらさぬ 愛想、 手早く おなじような 膳を栴 えてなら 

ベ て 出した。 

か いが い にょうぼう 

飯の つけよう も 効々 しい 女房ぶ リ、 しかも 何とな 

おく ゆか こうけ 

く 奥床しい、 上品な、 高 家の 風が ある。 



あほう ね 

白痴 は どんより した 目 を あげて 膳の 上 を 睨めて いた 

，、ゝ 、 

力 

(あれ を、 ああ、 ああ、 あれ。) といって きょろきょろ 

あたり みまわ 

と 四辺 を 朐 す。 

おんな みまも 

婦人 はじ つと 瞻 つて、 

(まあ、 いい じ やない か。 そんな もの はいつ でも 食ら 

れ ます、 今夜 は お客様が あります よ。) 

ゆす か 

(うむ、 いや、 いや。) と 肩 腹 を 揺った が、 ベ そ を搔ぃ 

て 泣 出しそう。 

おんな こう かたわら 

婦人 は 困 じ 果てたら しい、 傍 の ものの 気の毒 さ。 

(嬢 様、 何 か 存じません が、 おっしゃる 通りに なすつ 



わたくし きづかい 

たがよ いで は ござりません か。 私 にお 気遣 はかえ つ 

い ん ぎん 

て 心苦し ゆ う) J ざり ます。) と 慇憝 にいうた。 

おんな 

婦人 はまた もう 一 度、 

(厭かい、 これで は 悪い のかい。) 

ば か うら ながしめ 

白痴が 泣 出しそう にす ると、 さも 怨めしげ に 流眄に 

とだな はち 

見ながら、 こわれ ごわれ になった 戸棚の 中から、 鉢に 

入った の を 取り出して 手早く 白痴の 膳に つけた。 

(はい。) と 故と らしく、 すねた ようにい つて 笑顔 造。 

めいわく あおだいしょう うまに 

はてさて 迷惑な、 こり や 目の前で 黄色 蛇 の 旨 煮 か、 

はら ごもリ むしゃき あかがえる ひもの 

腹 籠の 猿の 蒸 焼か、 災難が 軽うても、 赤蛙の 干物 を 

大口に しゃぶる であろうと、 そっと 見て いると、 片手 



わん つかみだ ひね たくあん 

に 椀 を 持ちながら 摑 出した のは老 沢庵。 

それ もさ、 刻んだ ので はないで、 一本 三ッ 切に した 

にぎ リ ぶと よこぐ わ 

ろうとい う 握 太な の を 横 銜えに してやら かすの じ や。 

おんな ぬす わし 

婦人 は よくよく あしらい かねた か、 盗む ように 私 を 

見て さっと 顔 を赭ら めて 初心ら しい、 そんな 質で は あ 

はず ひざ てぬぐい はし 

るまい に、 羞 かしげに 膝なる 手拭の 端 を 口に あてた。 

なるほど この 少年 はこれ であろう、 身体 は 沢庵 色に 

えじき たい 

ふとって いる。 やがて わけもなく 餌食 を 平らげて 湯と 

たいぎ いき つ 

もい わず、 ふ ッふッ と 大儀そう に 呼吸 を 向う へ 吐く わ 

さ。 

(何で ございま すか、 私 は 胸に 支えました ようで、 ち つ 



のち 

とも 欲しく ござ いません から、 また 後 ほどに 頂き ま 

しょう、) 

おんな 

と 婦人 自分 は 箸 も 取らずに 一 ーッの 膳を片 づけて なご 

二十 一 

「しばらく しょんぼり していた つけ。 

(貴僧、 さぞお 疲労、 すぐにお 休ませ 申しましょう か。) 

ありが と 

(難 有う 存じます、 まだ ちっとも 眠く は ござりません、 

くたびれ なお 

さ つ き 体 を 洗いました ので 草 臥 もす つ か リ復リ まし 

た。) 



(あの 流れ は どんな 病に でもよ く 利きます、 私が 苦 

労 をいた しまして 骨と 皮ば かりに 体が 朽れ ましても、 

半日 あすこに つかって おります と、 水々 しくなる ので 

ございま すよ。 も つ とも あの これから 冬に なりまして 

山が まるで 氷って しまい、 川 も睚も 残らず 雪に なり ま 

しても、 貴僧が 行水 を 遊ば した あすこば かリは 水が 隠 

れ ません、 そうして いきりが 立ちます。 

てっぽうき ず あなた ご いさ ぎ 

鉄砲 疵 の ) J ざ い ます 猿 だ の 、 貴僧、 足 を 折った 五 位鷺、 

、る、 ろ .D 'ち ちソ あと. ハナ 

種々 な ものが 浴み に 参ります から その 足跡で 睚の路 が 

出来ます くらい、 きっと それが 利いた ので ございま 

しょう。 



さあ、 ご坊 様に ご 挨拶 をな すって 下さい。 まあ、 お 

辞儀 をお 忘れ かい。) と 親しげ に 身 を 寄せて、 顔 を 差し 

のぞ ば か 

視 いて、 いそいそして いうと、 白痴 はふら ふらと 両手 

をつ いて、 ぜんまいが 切れた ようにが つくり 一礼。 

わし せま つむ リ 

(はい、) といって 私 も 何 か 胸が 迫って 頭 を 下げた。 

うつむ ひょうし 

そのまま その 俯向いた 拍子に 筋が 抜けたら しい、 横 

に 流れよう とする の を、 婦人 は 優し ゆう 扶け 起して、 

(おお、 よくした ねえ。) 

あっぱれ かおつき 

天晴 といいた そうな 顔色で、 

(貴僧、 申せば 何でも 出来ましょうと 思います けれど 

も、 この 人の 病ば かり はお 医者の 手で も あの 水で も復 



り ませなん だ、 両足が 立ちません ので ございま すから、 

何 を 覚えさし ましても 役に は 立ちません。 それに ご覧 

なさい まし、 お辞儀 一 ッ いたします さえ、 あの 通リ 

たいぎ 

大儀ら しい。 

せつ 

もの を 教えます と 覚えます のに さぞ 骨が折れて 切の 

うご ざんしょう、 体 を 苦しませる だけ だと 存じて 何に 

もさせないで 置きます から、 だんだん、 手 を 動かす 

はたらき 

働 も、 もの をい うこと も 忘れました。 それでも あの、 

謡が 唄えます わ。 二 ッ三ッ 今でも 知って おります よ。 

さあ お客様に 一 ッ お聞かせなさい ましな ね。) 

ばか おんな わし 

白痴 は 婦人 を 見て、 また 私が 顔 を じろじろ見て、 



ひとみし リ 

人 見知 を するとい つた 形で 首 を 振った ご 

二十 二 

とこう おんな はげ すか 

「左右して、 婦人が、 励ます ように、 賺 すよう にして 

ばか へそ もて あそ 

勧める と、 白痴 は 首 を 曲げて かの 臍 を 弄 びながら 

唄った。 

き そ おんたけさん 

木 曾 の 御嶽山 は 夏で も 寒い、 

あわせ や たび そ 

袷 遣りた や 足袋 添えて。 

おんな 

(よく 知って おりましょう、) と 婦人 は 聞き 澄して 

莞爾 する。 



(おや、 貴僧、 どうかな さいました か。) 

急に もの もい われなん だが 漸々、 

(はい、 な あに、 変った ことで も ござり ませぬ、 私 も 

嬢 様の こと は 別にお 尋ね 申しません から、 貴女 も 何に 

も 問うて は 下さります な。) 

しさ い 

と 仔細 は 語らず ただ 思い入つ てそう 言うた が、 実は 

きんさぎ よくさん ちょうい 

以前から 様子で も 知れる、 金 釵玉簪 を かざし、 蝶 衣 を 

まと しゅり うが まさ りさん あいいだ 

纏うて、 珠履を 穿た ば、 正に 驪 山に 入って、 相 抱く ベ 

ほうひよ うえん 

き豊肥 妖艷の 人が、 その 男に 対する 取 廻し の 優し さ、 

へだて しんせつ ひとごと うれ 

隔 なさ、 深切 さに、 人事ながら 嬉しくて、 思わず 涙が 

流れた のじ や。 



すると 人の 腹の 中 を 読み かねる ような 婦人で はない、 

さと 

たちまち 様子 を 悟った かして、 

(貴僧 はほんと うにお 優しい。) といって、 得 も 謂われ 

ぬ 色 を 目に 湛 えて、 じっと見た。 私 も 首 を 低れ た、 む 

さしう つむ 

こうで も 差 俯向く。 

あんどう 

いや、 行燈 がまた 薄暗くな つ て 参った ようじ やが、 

恐らく こり や 白痴の せいじゃて。 

その 時よ。 

座が 白け て、 しばらく 言葉が 途絶え たうちに 所在が 

ない ので、 唄うたい の 太夫、 退屈 をした とみえて、 顔 

の 前の 行燈を 吸い込む ような 大 欠伸 をした から。 



身動き をして な、 

(寝よう ちゃ あ、 寝よう ちゃ あ、) とよたよ た 体 を 

もちあつ か 

持 扱う わい。 

(眠うな つたの かい、 もうお 寝か。) といった が坐リ 

あた リ みまわ おもて 

直って ふと 気がつい たように 四辺 を朐 した。 戸外 は 

あ ひろ や うち 

あたかも 真昼の よう、 月の 光 は 開け 拡げた 家の 内へ は 

あじさい あざやか あお 

ら はらと さして、 紫陽花の 色 も 鮮麗に 蒼かった。 

(貴僧 ももう お休みなさいます か。 ) 

(はい、 ご 厄介に あいなります る。) 

やど 

(まあ、 いま 宿 を 寝かします、 おゆつ くりなさい まし 

な。 戸外へ は 近う ござんす が、 夏 は 広い 方が 結句 宜ぅ 



わたし なんど ふ 

ございましよう、 私 ども は 納戸 へ 臥せり ますから、 

貴僧 はこ こ へ お 広く お 寛ぎが よう ござんす、 ちょ い 

と 待って。) といい かけて っッと 立ち、 つかつかと 足早 

に 土間へ 下りた、 余り 身の こなしが 活潑 であった ので、 

うなじ くず 

その 拍子に 黒髪が 先 を 巻いた まま 項 へ 崩れた。 

VJ- ん おもて すか 

鬢を おさえて 戸に つかまって、 戸外 を 透した が、 

ひとりごと 

独 言 をした。 

(おやおや さっきの 騒ぎで 櫛 を 落した そうな。) 

いかさま 馬の 腹 を 潜った 時 じ や ご 

二十 三 



まくらもと おもて め て 

枕頭の 戸外 じ やな。 しばらく すると、 右手の かの 紫 

陽 花が 咲いて いた その 花の 下 あたりで、 鳥の 羽ばたき 

する. 一 首。 

むささび か 知らぬ がき ッきッ といって 屋の 棟へ、 や 

がて およそ 小山 ほど あろうと 気取られる のが 胸 を 圧す 

ちかづ かなた 

ほどに 近 いて 来て、 牛が 鳴いた、 遠くの 彼方から ひた 

こきざみ か わらじ は 

ひたと 小 刻に 龃 けて 来る の は、 二 本 足に 草鞋 を 穿いた 

うち 

獣と 思われた、 いや さまざまに むらむらと 家の ぐる リ 

を 取 巻いた ようで、 二十 三十の ものの 鼻息、 羽音、 中 

ささや 

に は 囁いて いるの が ある。 あたかも 何よ、 それ 

ちくし よ うどう 

畜生道の 地獄の 絵 を、 月夜に 映した ような 怪しの 姿 



ちみもう りよ-つ 

が 板戸 一枚、 魑魅魍魎と いうので あろう か、 ざわざわ 

そよ けしき 

と 木の葉が 戦ぐ 気色 だ つ た。 

息 を 凝す と、 納戸で、 

い き ひと こえ うな さ 

(うむ、) といって 長く 呼吸 を 引いて 一声、 魘れ たの 

おんな 

は 婦人 じ や。 

(今夜 は お客様が あるよ。) と 叫んだ。 

(お客様が あるじ やない か。) 

としば らく 経つ て 一 一度 目の ははつ きりと 清し い 声。 

極めて 低声で、 

(お客様が あるよ。) といつ て 寝返る 音が した、 更に 寝 

返る 音が した。 



織って 矢 を 射る ように 里へ 出る のじ やが、 その 巌 にせ 

ひとはば さ 

かれた 方 は 六尺ば かり、 これ は 川の 一幅 を 裂いて 糸 も 

乱れず、 一方 は 幅が 狭い、 三尺く らい、 この 下に は 雑 

多な 岩が 並ぶ とみえて、 ちらちら ちらちらと 玉の 簾 

くだ くだん わにざめ もつ 

を 百 千に 砕いた よう、 件の 鰐鮫の 巌に、 すれつ、 鎚れ 

つ ご 

二十 五 

ひとすじ おだき すが 

「ただ 一 筋で も巌を 越して 男滝に 鎚リ つこうと する 形、 

それでも 中 を 隔てられて 末まで は I 卞 も 通わぬ ので、 



ら わしい 欲の あれば こそこう なった 上に 躊躇す る わ、 

その 顔 を 見て 声 を 聞けば、 かれら 夫婦が 同衾す るのに 

まくら さしつ か 

枕 を 並べ て 差支えぬ、 それでも 汗に な つ て 修行 をして、 

おもいき 

坊主で 果てる ょリ はよ ほどの まし じ やと、 思 切って 戻 

うしろ 

ろうとして、 石 を 放れて 身 を 起した、 背後から 一 ッ背 

中 を 叩いて、 

ぼう さま 

(や あ、 ご坊 様。) といわれ たから、 時が 時な リ、 心 も 

うしろぐら びっくり えんおう つかい 

心、 後 暗い ので 喫驚して 見る と、 閻 王の 使で はない、 

これが 親 仁。 

馬 は 売った か、 身軽に なって、 小さな 包み を 肩に か 

び こい うろこ こんじき はつらつ 

けて、 手に 一 尾の 鯉の、 鱗 は 金色なる、 潑剌 として 尾 



の 動きそう な、 鮮 しい、 その 丈 三尺ば かりなの を、 

あぎと わら 

顋に藁 を 通して、 ぶら りと 提げて いた。 何ん にも 言 

みまも おやじ 

わず 急に もの もい われないで 瞻 ると、 親 仁 はじつ と 

顔 を 見た よ。 そうして にゃにゃと、 また 一 通りの 笑い 

うすきみ ほく そえみ 

方で はないて、 薄 気味の 悪い 北叟笑 をして、 

あっさ 

(何 をして ござる、 ご 修行の 身が、 このく らいの 暑 で、 

い つ しょうけん めい 

岸に 休んで いさつし やる 分で は あんめえ、 一生懸命 

あ る ゆうべ とまり 

に 歩行 かっしゃり や、 昨夜の 泊から ここまで はたつ 

た 五 里、 もう 里へ 行って 地蔵 様 を 拝まつ しゃる 時刻 

じ や。 

おら おもい かか ぼんのう 

何 じ やの、 己が 嬢 様に 念 が懸 つて 煩悩が 起きた の 



わしった というで はない か、 それみ さっせい、 あの 

すけべ いやろう お あし 

助平 野郎、 とうに 馬に な つ て、 それ 馬市で 銭 にな つ て、 

あし 

お 銭が、 そうら この 鯉に 化けた。 大好物で 晚 飯の 菜に 

なさる、 お 嬢 様 を 一 体 何 じ やと 思わつ しゃる の)。」 〔# 

「)。」」 は ママ〕 

わたし さえぎ 

私 は 思わず 遮 つた。 

しょうにん 

「お 上人 ？」 

二十 六 

うなず つぶや 

上人 は 頷 きながら 眩いて、 



ほか ちく あんよう せん もく さい 

本復す るから、 外に 竹 庵 養 仙 木 斎の 居ない 土地、 相応 

はんじょ う 

に 繁盛 した。 

こと おんなざか リ 

殊に 娘が 十六 七、 女 盛と なって 来た 時分に は、 薬 

うち 

師 様が 人助けに 先生 様の 内へ 生れて ござった というて、 

しんじん かつごう ぜんなんぜんにょ つ か 

信心 渴 仰の 善男善女？ 病 男 病 女が 我も我もと 詰め 懸 

ける。 

それと いうの が、 はじまり はかの 嬢 様が、 それ、 

, なじみ あいそ 

馴染の 病人に は 毎日 顔 を 合せる ところから 愛想の 一 つ 

も、 あなたお 手が 痛みます かい、 どんなで ございます、 

てのひら さわ じさく あに 

といつ て 手先へ 柔 かな 掌 が 障る と 第 一 番に次 作 兄い 

という 若い のの (りょう まちす) が 全决、 お 苦しそう 



そう ざ、， -ぱ たけ いも ほ 

総菜 畠 の 芋 も 掘る、 近い 所へ は 車夫 も 勤めた、 

げなん けんたい ころ さい きえんさん 

下男 兼帯の 熊 蔵と いう、 その 頃 二十 四 五 歳、 稀 塩 散に 

たんしゃ リベ つ びん うち け ち 

単 舎利別 を 混ぜ たの を 瓶に 盗んで、 内が 吝嗇 じ や か ら 

しか ももひき はかま いっしょ 

見附 かると 叱られる、 これ を 股引 や 袴と 一所に 戸棚 

の ひま 

の 上に 載せて おいて、 隙 さえ あれば ちび りちび り 飲ん 

そうじ くだん 

でた 男が、 庭 掃除 を するとい つて、 件の 蜂の巣 を 見つ 

け.. こ つ 寸。 

縁側へ やって来て、 お 嬢 様 面白い こと をして お 目に 

懸けましょう、 無鎂で ござります が、 私の この 手 を 

にぎ っッこ つか 

握って 下さり ますと、 あの 蜂の 中へ 突 込んで、 蜂を摑 

んで 見せましょう。 お 手が 障った 所 だけ は螫 しまして 



その 膏薬 を剝 がすに も 親 や 兄、 また 傍の ものが 手 を 

力た St 

懸ける と、 堅くな つて 硬ば つたの が、 めり めり と 肉に 

くッ ついて 取れる、 ひい ひいと 泣く のじ やが、 娘が 手 

だま こら 

を かけて やれば 黙って 耐えた。 

おとろえ 

一体 は 医者 殿、 手の つけよう がな くって 身の 衰 を 

いい 立てに 一日 延ばしに したの じ やが 三日 経つ と、 兄 

こくめい てて おや ひざ 

を 残して、 克明な 父親 は 股引の 膝で ずって、 あと さが 

わらじ は つち 

りに 玄関から 土間へ、 草鞋 を 穿いて また 地に 手 をつ い 

い のち たす 

て、 次男坊の 生命の 扶 かります るよう に、 ねえね え、 

というて 山へ 帰った。 

はかど なぬか あと 

それでも なかなか 渉 取らず、 七日 も 経った ので、 後 



にじつ と 耐えた のに、 どこ を 切 違えた か、 それから 流 

あぶな 

れ 出した 血が 留まらず、 見る見る 内に 色が 変って、 危 

くな つた。 

医者 も 蒼くな つて、 騒いだ が、 神の 扶け かようよう 

いのち とりと 

生命 は 取 留まり、 三日ば かりで 血も留 つたが、 とうと 

かたわ 

う 腰が 抜けた、 もとより 不具。 

ひきず 

これが 引摺 つて、 足 を 見ながら 情なそう な 顔 をす る _ 

きりきりす も あし くわ 

蟋蟀 が挚 がれた 脚 を 口に 銜えて 泣く の を 見る よう、 

目 も あてられ たもので はない。 

しまいに は 泣 出す と、 外聞 も あり、 少 焦で、 医者 は 

おそろ にら 

恐し い 顔 をして 睨みつ ける と、 あわれが つて 抱き あ 



すが としごろ ずいぶん 

げる 娘の 胸に 顔 を かくして 鎚る さまに、 年来 随分と 人 

が うでぐみ 

を 手に かけた 医者 も 我を折って 腕 組 をして、 はッ とい 

ためいき 

う ^ 田き。 

てて おや むかえ いんが あきら 

やがて 父親が 迎 にご ざった、 因果と 断念め て、 別に 

こどち 

不足 はい わなんだ が、 何分 小児が 娘の 手 を 放れようと 

さいわい いいわけ おや あに 

いわぬ ので、 医者 も 幸 、 言訳 かたがた、 親 兄の 心 を 

こどち うち 

なだめる ため、 そこで 娘に 小児 を 家まで 送らせる こと 

にした。 

ひとつや 

送って 来たの が 孤 家で。 

その 時分 はま だ 一個の 荘、 家 も 小 二十 軒あった のが、 

娘が 来て 一日 二日、 つい ほ だされて 逗留した 五日 目 



ふりだ くつがえ おやみ 

から 大雨が 降 出した。 滝 を 覆 すよう で小歇 もな く 家 

みんなみ のか さ しの かやぶ き つくろ 

に 居ながら 皆簑 笠で 凌いだ くらい、 茅葺の 繕 い をす 

る こと はさて 置いて、 表の戸 も あけられず、 内から 内 

隣 同士、 おうおうと 声をかけ 合って わずかに まだ 

ひと だね つ 

人種の 世に 尽きぬ の を 知る ばかり、 八日 を 八 百年と 雨 

の 中に 籠る と 九日 目の 真夜中から 大風が 吹 出して その 

とうげ どろうみ 

風の 勢 ここが 峠と いうと ころで たちまち 泥海。 

， J うず い こども 

この 洪水で 生残った の は、 不思議に も 娘と 小児と そ 

れに その 時 村から 供 をした この 親 仁ば かり。 

おなじ 水で 医者の 内 も 死 絶えた、 されば かような 美 

かたいなか だい 

女が 片田舎に 生れた の も 国が 世が わり、 代が わりの 前 



兆で あろうと、 土地の もの は 言い伝えた。 

こども 

嬢 様 は 帰る に 家な く、 世に ただ 一 人と なって 小児と 

とど 

一 所に 山に 留まった の は ご坊が 見ら るる 通り、 また あ 

ば か ゆきとど 

の 白痴に つきそって 行 届いた 世話 も 見ら るる 通り、 洪 

水の 時から 十三 年、 いまにな るまで 一 日 も かわり はな 

ヽ 

レ 

おやじ ほく そえみ 

といい 果てて 親 仁 はまた 気味の 悪い 北叟 笑。 

ふびん まき 

(こう 身の上 を 話したら、 嬢 様 を 不便が つ て、 薪 を 折つ 

た リ水を 汲む 手助けで もして やりたい と、 情が 懸 ろう。 

すき > J ころ じひ 

本来の 好 心、 いい加減な 慈悲 じ やと か、 情 じ やと かい 

う 名に つけて、 いっそ 山へ 帰りた かんべ い、 はて 措かつ 



まこと 

じ やで、 何 かご 坊に いうた であろうが、 それ を 実 とし 

たと ころで、 やがて 飽かれ ると 尾が 出来る、 耳が 動く、 

足が のびる、 たちまち 形が 変ずる ばかり じ や。 

いや やがて、 この 鯉 を 料理して、 大胡 坐で 飲む 時の 

魔神の 姿が 見せたい な。 

妄念 は 起さずに 早う ここ を 退かつ しゃ い、 助けられ 

たが 不思議な くらい、 嬢 様 別してのお 情 じ やわ、 

い のちみ ようが 

生命 冥加な、 お 若い の、 きつ と 修行 を さ つし やり ませ。) 

とまた 一 ッ 背中 を 叩いた、 親 仁 は 鯉 を 提げた まま 見向 

やまじ かみ 

きもし ないで、 山路 を 上の 方。 

おおや ま うしろ 

見送る と 小さくな つて、 一座の 大山の 背後へ かくれ 



しだ い のぼ 

降るな か を 次第に 高く 坂道 を 上る 聖の 姿、 あたかも 雲 

に駕 して 行く ように 見えた ので ある。 

(明治 三十 三年) 
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